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Pantoș博士は動的コンビナトリアルケミストリーの手法により、通
常の有機合成では達成困難な複雑な構造体の一義的な合成に挑戦され
ている新進気鋭の若手研究者です。特に顕著な業績として、可逆な水
素結合あるいはジスルフィド結合形成部位を導入したナフタレンジイ
ミドを用いた動的コンビナトリアルケミストリーによるTrefoil 
Knot（Science 2012, 338, 783）およびナノチューブの合成と物性研究
があります。 
今回は来日の機会に九州大学でご講演いただくことになりました。 
多数の皆様方のご来聴をお待ちしております。
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